青山荘　　フェイスシート

平成20年1月21日　担当：山口

	登　録　者
	氏　名　　伊藤　雄一　様　　　　　男・女　　　　昭和21年7月18日生（61歳）

	
	〒039-1104　　住　所　　八戸市田面木字赤坂35-35　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　S56年7月頃（35歳時）
	罹 患 期 間
	約25年

	
	入院回数
	　　　　　4回　　
	延べ入院年数
	　　　　約21年

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　猪股Dr　）
	外来受診日
	金曜日（　週1回）

	医療区分
	国保（本人）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別　

	
	
	
	
	有・無
	5,000円
	　精神（　2級）

	経済状況
	年金
	障害厚生年金2級　（月額約9.1万円）　　　　　　　　　　　　

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイケア

	住まいの場
	　青山荘　　　

	入所年月日
	H18年11月11日
	身長
	178cm
	体重
	72.4㎏

	最終学歴
	横浜市立大学　卒業
	免許・資格
	日商簿記検定1級

	職　歴
	昭和54年～昭和55年　　　トラック運転手（仙台）

平成元年4月～6月頃　　　 パチンコ店

平成元年8月～11月頃　　　ヤマヨ水産

平成2年1月～2月頃　　 　警備会社(横浜)
	

	保　護　者
	氏　　名　　　佐々木　彰子　様　　　　　　　続柄　妹　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

地域の社会資源を利活用しながら、自分らしい生活を送ることが出来る。

	入院・治療歴　初診日

①昭和56年7月　　～　昭和57年1月　　　　　入院　　釜石精神病院

②昭和57年1月 　 ～　昭和59年10月　　　 　入院　　青南病院

③昭和61年3月　　～　平成1年10月 　　　　 入院　　青南病院

④平成2年2月   　　～　平成18年11月11日　　　 入院　　青南病院


	生活歴　

岩手県にて同胞3名の第2子として出生。盛岡第一高校卒業後、二浪し昭和41年横浜市立大学へ入学するが、1年時父が交通事故で亡くなり休学。1年後復学するも家業を継ぐことが重荷となり、不眠･自閉･拒否・不潔好褥・無為が出現する。昭和50年大学卒業後は3年ほどアルバイトや日雇い仕事をしながら実家でぶらぶらしていた。その後、仙台で1年程トラック運転手の仕事をするが、上記症状を呈し実家に連れ戻され単身で生活するも、粗暴行為（襖を壊す、窓を叩き割る）出現し、妹に連れられ釜石精神病院入院となる。その後、親戚の勧めで当院へ転院。

昭和59年10月退院後、実家に戻り、通院・服薬継続しながら家業を手伝っていたが、「薬が合わない」との理由から3ヶ月で通院・服薬を中断したこと機に上記症状再燃し、昭和61年3月当院2回目の入院となる。入院中に、他交性・社会性の回復を目的に共同作業所を利用しながら、パチンコ店へ就職するがタバコの火の不始末で小火を起こし解雇。その後は、水産加工場へ長期アルバイト員として就職し、平成元年10月退院後はアパートにて単身生活となる。退院直後より、通院・服薬が不規則で、約1ヶ月で通院中断し、薬は1度も服用していない状態であり、薬に対して拒否的発言（薬によって体がボロボロになり、薬に頼らず自分で治したい）が聞かれていた。また、無断欠勤が続き職場から当院への問い合わせがあり、退院後1ヶ月で退職。その後、突然上京し横浜市の警備会社に就職したが、職場・寮内で身勝手な振る舞い等が目立ち解雇。姉が本人と病院との間を取り持って、電話等で当院へ連絡し本人へ受診をアドバイスし、平成2年2月6日当院医療保護入院となる。

	家族構成

[image: image1.bmp]


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

妹夫婦には子供がおらず、妹夫婦以外に頼れる人はいない状態。入院時の面会頻度は年1～2回であったとのこと。入所後は、5月、11月に来荘されている。

夫は最近まで地元役場の助役として勤務していたほか、アパート経営も行っている。これまで本人の障害年金は妹が管理していたが、先月より、本人が管理している通帳に振り込まれることになり、本人管理となる。


平成　20年　1月　21日　（月）

	氏　名
	　　伊藤　雄一　様
	男・女
	生年月日
	　　昭和21年7月18日　（61歳）


	長期目標（中期・短期）

	短期目標：人間関係を大切にする（人の気持ちになって考えてみる）。

長期目標：妄想に左右されることなく安定した生活を送る事が出来る。　


	これまでの経過（前回　平成19年12月24日）

	　1/11、本人より「明日の午後から映画館へ行き、その後ごはんを食べて帰ってくる。」とのことで、チーノまでの外出届を提出後、1/12、青明舎より「我満様宅訪問時に、我満様が、14時に伊藤様が自宅に来て鍋をするので部屋を片付けなければならないと話をしていた。」との情報提供あり。外出前に再度午後の予定を尋ねるが、同様の返答をしている。
その後、本人と青山荘スタッフで面談を実施。午後は、映画館には行かずに我満様の家へ行き、一緒に鍋を作り食べたとのことで、スタッフへ嘘をついた理由には「照れくさくて言えなかった。」と話している。鍋には、前日に自分から我満様を誘い、材料代も自分で支払ったとのこと。

我満様を誘った理由については「繁名さん（青山荘入所者）は自分の娘で、我満さんは東京にいる自分の息子の嫁で、望ちゃん（我満様の娘）は自分の孫だ。自分の孫として、栄養のあるものを食べさせたりして面倒を見てあげなきゃと思った。」と話し、妄想に基づいた発言が聞かれている。現実の親子関係と本人の妄想上の親子関係とは区別しているのか、本当の家族ではないが、肉親としての共通感情を我満様に感じているため、家族だと考えているとのこと。

今後は、我満様に「家に来ないで下さい。」と言われるまでは、時々我満様の家へ行き、ごはんを一緒に作り食べようかと考えており、その費用として自分の小遣いのうち毎月1万円を交際費として充てたいと考えているとのこと。また、我満様に恋愛感情はなく「この歳で、女性関係は煩わしい。」と話している。

青山荘からは、デイケアメンバーと友達として一緒にご飯を食べるなど、仲良くするのはいいが、妄想を膨らませ、行き過ぎた行動をとらないよう伝えており、様子観察としている。

退所後について

　以前はグループホームを希望し、家族には「青風荘には絶対入りたくない。」と話していたが、現在は、入所期間を延長し、退所後は、「もう身寄りもないし、グループホームやアパートは無理だと思うから。」との理由で青風荘入所を希望（デイケアスタッフには「1人で暮らすことへの不安で死にそうになる」「妹から、あと4～5年くらいしか生きられないと言われ、青風荘しか行くところがないと思う。」と話していたとのこと）。青風荘が満床の場合はどうするのか尋ねると「じゃあ、GHかアパートしかないですよね。」と答え、その際の保証人はどうするのか聞くと「妹しかいないから、今から妹の機嫌をとっておこうと思って外泊時に物を買っていくなどしている。」と答えている。妹の助けを借りようと考えている反面、年金振込先や住民票を移動し、妹との関係を断ち切る行動をとっている矛盾を指摘し、今後、家族と退所に向けた面談を行う必要性を伝えている。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	妄想に基づき行動することで、行き過ぎた行動や他者とのトラブルにつながる恐れがある。
	· 本人の妄想を最初から全否定せず、話を傾聴し本人の考えや思想を引き出す。また、現実と妄想の部分を整理し、本人に返す。

· 他者に相談せずに一人で行動する面があるため、個別面談の機会を増やし、本心をひきだすよう努める。
	2ヶ月

	退所後の生活について
	· 春頃までに、退所に向けた家族面談の機会を設け、退所の方向性を決めていく。

· 青山荘、デイケア、家族間で、本人の発言内容が異なる為、家族面談のほか関係機関とも連携をはかり、情報共有する。
	3ヶ月

	睡眠が不安定
	· 21時頃まで起床しているかどうか、職員が荘内見回り時間等に定期的に確認する。

· 消灯後の活動が目立つ場合には、主治医に情報提供するとともに、生活リズムについて本人と面談を行う。
	2ヶ月


本人（61）





姉





   父（昭和41年死去）





妹（55）岩手県 在住


〔保護者〕








